
 

 

 

【日 程】平成 23 年 2 月２５日（金） 【会 場】テルモ メディカルプラネックス 

 

開催趣旨 

注射薬の混合業務は、多くの施設で病棟看護師が行っている現状があります。 

しかし、薬物間による相互作用や、特に注射薬の場合、配合変化による影響を十分考慮して、混合

調製を行う必要があります。抗がん剤の混合調製に至っては、調製者の暴露防止に努める必要もあ

ります。 

また、日本慢性期医療協会では、本年度より「慢性期医療認定病院」の認定事業を開始しました。

認定審査は「慢性期医療のクリニカルインディケーター」に基づき実施されます。このクリニカル

インディケーターでは、中心静脈栄養、末梢点滴、抗生物質製剤等の、全ての注射薬の混合調製は、

薬剤師が行うことを求めています。 

そこで、注射薬無菌調製の基礎から、実際にクリーンベンチ内で混合調製を行う実技を交えた、

薬剤師による注射薬無菌調製研修を企画致しました。 

無菌調製未実施施設の薬剤師、また、もう一度無菌調製手技をきちんと学ぼうと考えている薬剤

師等、広く参加を希望致します。          日本慢性期医療協会 会長   武久 洋三 

薬剤委員会 委員長 高野喜久雄 

 

開催概要 

●日 程  平成 23 年 2 月 25 日（金） 9 : 00 ～ 16 : 00 

●場 所  テルモ メディカルプラネックス 

神奈川県足柄上郡中井町井ノ口 1900-1 

小田急線「秦野駅」（新宿駅より約 1 時間）下車 タクシー約 10 分 

●対 象  薬剤師（薬剤部長、科長、薬局長以外のスタッフの参加も可） 

※無菌調製の実技研修を行うため、スタッフの参加も歓迎します。 

●修了証  プログラムを修了された方には、修了証を授与いたします。 

       ＊「慢性期医療認定病院」更新要件として、2 単位が加算されます。 

●定 員  24 名（1 施設で複数人の参加も可） 

●参加費  会員 30,000 円 会員以外 50,000 円  （昼食代を含む） 

●申込締切 平成 23 年 1 月 21 日（金）※定員に達し次第、締め切りとさせて頂きます。 

●申込方法 別紙申込用紙に必要事項をご記入の上、FAX にてお申し込み下さい。 

●企画    日本慢性期医療協会 薬剤委員会 

●主催    日本慢性期医療協会 

〒162-0067 東京都新宿区富久町 11-5 シャトレ市ヶ谷 2 階 

TEL:03-3355-3120 FAX:03-3355-3122 

E-mail:info@jamcf.jp  ホームページ http://jamcf.jp 

修了証授与対象研修 



【研修プログラム】 

 

研修会場の「テルモメディカルプラネックス」には、クリーンベンチ、輸液ポンプ、 

各種輸液器材が準備されており、無菌調製手技の実際をシミュレートすることができま 

す。 

 当研修では、参加者を 8 名ずつの 3 グループに分け、下記研修プログラムにより、無 

菌調製の実際を体験しながら学んで頂きます。 

 

1. 無菌調製の概論 

  無菌調製の基礎理論を学びます。 

 

2. 無菌調製実技 

  クリーンベンチ内で、実際に注射薬の混合を無菌的に実施します。 

 

3. 輸液と器材の相互作用とルート選択 

  処方例をもとに、実際に器材を手に取り、最適なルート選択を学びます。 

 

4. 輸液ポンプ・シリンジポンプトラブルシューティング 

  輸液セットのセッティングから、投与時の注意、またトラブル発生時の対応を体験 

しながら学びます。 

 

 5. 抗がん剤調製概論 

   抗がん剤調製時の暴露予防について、閉鎖式デバイスを用いて実施します。 

 

 A グループ B グループ C グループ 

9:00 ～ 9:40 無菌調製の概論 

9:40 ～11:30 無菌調製実技 
輸液と器材の相互作

用とルート選択 

輸液ポンプ・シリンジポン

プトラブルシューティング

抗がん剤調製概論 

11:30 ～12:10 昼食 (お弁当は当方で用意致します) 

12:10 ～14:00 
輸液と器材の相互作

用とルート選択 

輸液ポンプ・シリンジポン

プトラブルシューティング

抗がん剤調製概論輸

無菌調製実技 

14:00 ～15:50 

輸液ポンプ・シリンジポン

プトラブルシューティング

抗がん剤調製概論 

無菌調製実技 
輸液と器材の相互作

用とルート選択 

15:50 ～16:00 まとめ 

 

 


